
営業日：月曜日～土曜日

発達支援研究所山本所⾧
久しぶりに発達心理学会でいろいろ発表

したり，自閉症関連を中心にシンポやラウンド

テーブルに参加して議論してきました。

私は第一回からずっと参加してきましたけれど，

最近は学術研究より発達障がい関係の臨床的な研

究がとても多くなっています。

その中で今回わりと強く感じ，頼もしく思えた

ことは，「障がい」の問題をその子の問題として

考えてしまう「医学モデル」から，周囲の無理解

と対応不足で困難が生まれるのだと考える「社会

モデル」への見方の転換が今ではかなり普通に

なっているということでした。

「医学モデル」になると，「問題はその子の中

にあるからその子をどう変えるか」という支援観

になりがちですが，「社会モデル」だと，その子

の特性を大事にしながらどうやって周囲もちゃん

と配慮できるようにしていけるか，という支援観

に変わっていきます。

研究所ではさらに一歩進めて，「お互いの特性

を踏まえてどうやって困難を乗り越える＜調整＞

をお互いに工夫していくか」という対話的な支援

のあり方を追求してきています。

その観点からの逆ＳＳＴの試みなどにも強い関

心を持ってくれている研究者にも何人か出会い，

これもうれしかったですね。障がいは「お互いの

問題」だという視点をこれからも大事にしていき

たいと思います。
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スタッフ紹介
今年度から、寒河江校に新しい先生が来ました‼

名前は、髙橋 芽意先生です🌼

どうぞ、よろしくお願いします！
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みんなに質問コーナー


